













































A study on the Young Teacher Training Program in School for Special Needs 
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① ABA( 応用行動分析 ) の視点











・架空事例 ( 特別支援学校版 ) でエピソードプロセスを体験
する
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聞き取り調査は，20XX 年６月から７月にかけて 1 回
目，研修会の約 1 か月後に 1 回目と同じ内容で２回目を
行った。ベテラン教員に対しての聞き取り調査は，若手























（14）＝ -2.13, p ＝ .052）」，視点３「どの授業で起こるか （t
（15）=-2.14, p ＝ .049）」，視点５「保健室へ行く前後の
状況（t（13）=-2.78, p ＝ .016）），視点６「保健室に行
かない休み時間の様子（t（9）=-2.45, p ＝ .037）」，視
点８「似た状況でもキレないときの様子（t（9）=-1.96, 












況（z=-2.13, r=-.48，p=.033）」，視点 18「家庭環境（z=-1.96, 
r=-.44，p=.050）」，視点 19「リソース（z=-2.19, r=-.49, 
p=.028）」，視点 20「発達の偏り・認知特性等（z=-2.10, 




























－ 16 － － 17 －
特別支援学校の若手教員を対象とした校内研修の在り方についての一考察
Table ３ 　ベテラン教員 (n=10) と若手教員 1 回目 (n=10) の比較
Table ４ 　若手教員１回目と２回目 (n=10) の比較
No 項目
ベテラン教員 若手教員１回目
ｔ 値 ｐ 値
Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ
1 エピソード①教師の対応 0.30 （0.64） 0.10 (0.30) -0.66 .519 n.s.
2 エピソード①参加できている授業 0.60 （0.66） 0.10 (0.30) -2.13 .052 †
3 エピソード①どの授業で起こるか 0.80 (0.75) 0.20 (0.40) -2.14 .049 *
4 エピソード②保健室での様子 0.60 (0.49) 0.80 (0.60)  0.69 .494 n.s.
5 エピソード②保健室へ行く前後の状況 0.80 (0.75) 0.10 (0.30) -2.78 .016 *
6 エピソード②保健室に行かない休み時間の様子 0.40 (0.49) 0.00 (0.00) -2.45 .037 *
7 エピソード③これまでにキレたことはあったか 0.20 (0.40) 0.50 (0.67)  1.05 .311 n.s.
8 エピソード③似た状況でもキレないときの様子 0.30 (0.46) 0.00 (0.00) -1.96 .081 †
9 エピソード③キレたときの様子，その前後状況 1.40 (1.43) 1.1 (0.83) -0.11 .915 n.s.
10 エピソード③朝読書や数学についての状況 0.90 (0.70) 0.7 (0.90) -0.85 .404 n.s.
11 エピソード①②③の行動の出現時期 0.80 (0.75) 0.40 (0.66) -1.29 .213 n.s.
12 本人の気持ち 0.60 (0.92) 0.50 (0.80) -0.30 .766 n.s.
13 健康・生活 0.60 (0.92) 1.50 (1.12)  1.81 .087 †
14 学業の状況 1.70 (0.90) 1.30 (0.64) -1.06 .305 n.s.
15 学校外での過ごし方 0.10 (0.30) 0.20 (0.60)  0.07 .945 n.s.
16 部活動の状況 0.70 (0.46) 0.50 (0.50) -0.89 .388 n.s.
17 対人関係 2.10 (0.83) 1.60 (1.02) -0.89 .387 n.s.
18 家庭環境 2.00 (1.00) 1.50 (0.50) -1.52 .149 n.s.
19 リソース 2.20 (1.66) 1.20 (0.98) -1,41 .176 n.s.
20 発達の偏り・認知特性等 0.50 (0.67) 0.20 (0.40) -1.05 .311 n.s.
21 校内連携 0.50 (0.50) 1.00 (0.89)  1.21 .248 n.s.
22 外部との連携 1.00 (1.79) 0.00 (0.00) -2.50 .037 *
23 教室内等の学校環境 0.30 (0.64) 0.10 (0.30) -0.66 .519 n.s.
24 周りの生徒への影響 0.10 (0.30) 0.10 (0.30)  0.00 1.00 n.s.
**p<.01,    *p<.05,    †p<.10,   n.s . 有意差なし
No 項目
pre post
Z 値 ｐ 値
ＥＳ
Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ |r|
1 エピソード①教師の対応 0.10 (0.30) 0.10 (0.30) -0.45 .655 n.s. 0.10
2 エピソード①参加できている授業 0.10 (0.30) 0.30 (0.46) -0.89 .371 n.s. 0.20
3 エピソード①どの授業で起こるか 0.20 (0.40) 0.50 (0.50) -1.35 .181 n.s. 0.30
4 エピソード②保健室での様子 0.80 (0.60) 0.90 (0.54) -0.27 .787 n.s. 0.06
5 エピソード②保健室へ行く前後の状況 0.10 (0.30) 0.40 (0.92) -0.54 .593 n.s. 0.12
6 エピソード②保健室に行かない休み時間の様子 0.00 (0.00) 0.40 (0.49) -1.64 .100 † 0.37
7 エピソード③これまでにキレたことはあったか 0.50 (0.67) 0.40 (0.49)   0.27 .789 n.s. 0.06
8 エピソード③似た状況でもキレないときの様子 0.00 (0.00) 0.00 (0.00) ― ― n.s. ―
9 エピソード③キレたときの様子，その前後状況 1.10 (0.83) 1.10 (1.14) -0.11 .917 n.s. 0.02
10 エピソード③朝読書や数学についての状況 0.70 (0.90) 1.60 (0.92) -2.13 .033 * 0.45
11 エピソード①②③の行動の出現時期 0.40 (0.66) 0.30 (0.46)  0.27 .789 n.s. 0.06
12 本人の気持ち 0.50 (0.80) 0.70 (0.90) -0.63 .529 n.s. 0.14
13 健康・生活 1.50 (1.12) 2.00 (1.10) -0.95 .343 n.s. 0.21
14 学業の状況 1.30 (0.64) 1.20 (0.87)  0.25 .800 n.s. 0.06
15 学校外での過ごし方 0.20 (0.60) 0.20 (0.40) -0.45 .655 n.s. 0.10
16 部活動の状況 0.50 (0.50) 0.40 (0.66)   0.27 .787 n.s. 0.06
17 対人関係 1.60 (1.02) 2.60 (1.56) -1.48 .139 n.s. 0.33
18 家庭環境 1.50 (0.50) 2.60 (1.74) -1.96 .050 * 0.44
19 リソース 1.20 (0.98) 3.20 (1.99) -2.19 .028 * 0.49
20 発達の偏り・認知特性等 0.20 (0.40) 1.30 (0.90) -2.10 .036 * 0.47
21 校内連携 1.00 (0.89) 1.20 (1.33)   0.13 .753 n.s. 0.07
22 外部との連携 0.00 (0.00) 0.10 (0.30)   0.00 1.00 n.s. 0.00
23 教室内等の学校環境 0.10 (0.30) 0.50 (0.50) -1.64 .100 † 0.37
24 周りの生徒への影響 0.10 (0.30) 0.10 (0.30) ― ― n.s. ―









＝ -1.20, p ＝ .081）」では，ベテラン教員の方がよりそ
の視点での情報を求める傾向にあることが示されたが，
視点 10「朝読書や数学 （t（17）=1.83, p ＝ .084）」，視点



































Table ５  　ベテラン教員 (n=10) と若手教員２回目 (n=10) の比較
No 項目
ベテラン教員 若手教員２回目
ｔ 値 ｐ 値
Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ
1 エピソード①教師の対応 0.30 （0.64） 0.10 (0.30) -0.66 .519 n.s.
2 エピソード①参加できている授業 0.60 （0.66） 0.30 (0.46) -1.02 .322 n.s.
3 エピソード①どの授業で起こるか 0.80 (0.75) 0.50 (0.50) -0.83 .418 n.s.
4 エピソード②保健室での様子 0.60 (0.49) 0.90 (0.54)  1.22 .239 n.s.
5 エピソード②保健室へ行く前後の状況 0.80 (0.75) 0.40 (0.92) -1.57 .134 n.s.
6 エピソード②保健室に行かない休み時間の様子 0.40 (0.49) 0.40 (0.49)  0.00 1.00 n.s.
7 エピソード③これまでにキレたことはあったか 0.20 (0.40) 0.40 (0.49)  0.95 .356 n.s.
8 エピソード③似た状況でもキレないときの様子 0.30 (0.46) 0.00 (0.00) -1.20 .081 †
9 エピソード③キレたときの様子，その前後状況 1.40 (1.43) 1.1 (1.14) -0.35 .733 n.s.
10 エピソード③朝読書や数学についての状況 0.90 (0.70) 1.6 (0.92)  1.83 .084 †
11 エピソード①②③の行動の出現時期 0.80 (0.75) 0.30 (0.46) -1.63 .122 n.s.
12 本人の気持ち 0.60 (0.92) 0.70 (0.90)  0.37 .713 n.s.
13 健康・生活 0.60 (0.92) 2.00 (1.10)  3.38 .003 **
14 学業の状況 1.70 (0.90) 1.20 (0.87) -1.27 .222 n.s.
15 学校外での過ごし方 0.10 (0.30) 0.20 (0.40)  0.60 .557 n.s.
16 部活動の状況 0.70 (0.46) 0.40 (0.66) -1.37 .190 n.s.
17 対人関係 2.10 (0.83) 2.60 (1.56)  0.42 .684 n.s.
18 家庭環境 2.00 (1.00) 2.60 (1.74)  0.86 .404 n.s.
19 リソース 2.20 (1.66) 3.20 (1.99)  1.15 .267 n.s.
20 発達の偏り・認知特性等 0.50 (0.67) 1.30 (0.90)  2.28 .035 *
21 校内連携 0.50 (0.50) 1.20 (1.33)  1.03 .323 n.s.
22 外部との連携 1.00 (1.79) 0.10 (0.30) -1.69 .116 n.s.
23 教室内等の学校環境 0.30 (0.64) 0.50 (0.50)  1.10 .286 n.s.
24 周りの生徒への影響 0.10 (0.30) 0.10 (0.30)  0.00 1.00 n.s.
**p<.01,    *p<.05,    †p<.10,   n.s . 有意差なし
－ 18 － － 19 －
特別支援学校の若手教員を対象とした校内研修の在り方についての一考察
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